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クワ科パ ンノキ属の常緑樹パンノキ｡これには数種類あるが,インドにはナガミパ ン (ArtocarPus
integyifonus)が多いという｡
材質が強く,木理はマホガ二に似て,家具,構造部材,一般木工に利用される｡輸入材のテラップ,ケ
レダン等がこの木である｡
12.工ンジュ (棟,SophorojoponI'co)
仏教と共に中国から日本に伝えられたといわれ,仏教五木の 1つに加えられている｡マメ科の落葉中木
で並木によく利用される｡葉は奇数羽状複葉,うすいウグイス色の幼花を塊花と呼び,薬用や染料となる｡
材の比重0.74で,家具とくに工具類の柄として広いJ-IJ途をもっている｡
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